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南イタリア・プーリア州における都市と地域の空間史 
 
1. 論文内容の要旨 
 
本論文は、南イタリアのプーリア州を対象として、道路や敷地、建築などによって構成
される都市空間と都市の存立基盤となる生産業とともに作り出す周辺地域について、建築
類型や農地の作付け、土地所有形態などの分析を通して、その空間形成過程を明らかにす
ることを目的とする。 
 プーリア州は地中海世界のなかでも、様々な外国文化の影響を受けてきた地域である。
その歴史は長く複雑で、古代ギリシャ時代から移住、植民地化が行われ、古代ローマ帝国
領、ビザンツ帝国に置かれ、その後さらにノルマン人、ホーエンシュタウフェン朝、アン
ジュー家、スペインのアラゴン王国の支配下に入る。そして、スペイン副王時代となり、
オーストリア支配、スペイン・ブルボン王国、フランス帝国が支配し、再びブルボン王国
の手に戻ってから、ようやくイタリア王国統一のもとで「イタリア」の一部となった。そ
れまでは、ほとんどの時代を外国の集権的な君主制国家の下にあった。そのなかにおいて、
それぞれの時代の建築文化が都市空間に重層的に蓄積している。また、プーリア州は石造
文化圏のなかでも特にその傾向は顕著で、壁体だけでなく、天井や屋根までも全て石で作
られた建築が多い。そのため、トゥルッリのような特徴的な民家や、彫塑的な造形のモニ
ュメント建築はしばしば研究対象となってきた。しかし、その一方で、都市史研究の分野
では、都市国家の文化が根強いイタリアにおいては、自発的な都市の形成や発展を見出し
にくい南イタリアの都市に関しては、研究が遅れていた。そこで本論文は、プーリアにお
ける街区の形成や建築類型に言及し、都市の発展過程について明らかにしている。そして、
後背地である田園地帯にも着目し、農地の耕作状況や土地の所有形態などから、都市の成
立基盤としての地域の構造について解明している点で、南イタリア都市に関する史的研究
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だけでなく、「テリトーリオ」の視点を持ち込んで都市の形成を論じるという新たな視点を
提示している。この「テリトーリオ」とは、都市とそれを支える田園と受け皿となった自
然がひとつの関係性をもって形成される歴史的・社会的・経済的関係、そして文化圏のこ
とである。 
 本論文は、現地での調査による建築物の実測や所有者、居住者への聞き取りによって蒐
集した事例の分析を通して、実際の建築や都市空間を記述しながら、国立公文書館等で蒐
集した古地図や絵画、課税用不動産登記台帳などの文献史料を用いて史的分析を行う。 
 
 本論文は、以下の 6 章から構成されている。 
第 1 章は、本論文の目的や方法を提示し、研究の背景や問題の所在、本論文に関連する
先行研究を整理している。 
 第 2 章は、面的拡大を伴わずに発展した都市について論じている。現在の都市形態の起
源を少なくとも中世までさかのぼる事ができるガッリーポリは陸繋島の都市であり、19 世
紀後半まで市街地域は島内に限定されていた。そこで、都市内の建築類型を抽出し、それ
ぞれの成立時期と立地傾向の関連性を分析した。そのなかで、オリーブオイルの生産と輸
出で繁栄し、都市内での建設活動が活発になった 17、18 世紀に、当時の建築様式であるバ
ロック様式の邸宅が、入り組んだ街区の内部に立地しながらも、表門やバルコニーなどの
建物正面の装飾要素を移動する歩行者の視線に対して、効果的な場所に配置されているこ
とを示した。その一方で、前時代の邸宅は都市の中央を横断する主要道路沿いに多いこと
を指摘している。また、プーリア南部によく見られるミニャーノ（mignano）と呼ばれる
バルコニーを入口に設けた前庭型住宅や、袋小路を取り囲む小規模な住宅の空間構成につ
いて実測調査による成果を踏まえて、明らかにしている。特に、上下階を別世帯が居住す
るという特徴から、地上階での居住が見られ、戸外の空間との繋がりが密接であることを
指摘している。また、都市の外縁部には同業者による兄弟団（コンフラテルニタ）が献堂
した教会が立地している一方、主要産業であったオリーブオイルの製油所が都市の中心部
に位置する邸宅や公共施設、教会などの地下に多いことを明らかにしている。 
 第 3 章は、自然発生的な拡大を展開した都市について論じている。中世初期に起源をも
つ都市核を中心に、部分的な拡大や変容を繰り返しながら、その後の 16 世紀以降に大きく
市街地域を拡大させたモノーポリを対象に、それぞれの時期の街区形態と建築的特徴につ
いて分析している。特に中世からの地区には袋小路が多く、小規模な住宅が建ち並んでい
る。一方、16 世紀の地区形成は、主に港と広場の整備が中心であり、その空間構造につい
て言及している。また、都市の中心に邸宅をもつ有力家がオリーブオイルの貯蔵庫や販売
所を所有していたことを明らかにし、モノーポリ周辺における農業生産について注目して
いる。特に、田園部に多くの土地を所有していた騎士団修道会の土地所有台帳を用いて、
都市の周辺地域における土地利用状況を分析し、オリーブが多く栽培されていた実態を明
らかにしている。 
3 
 
 第 4章は、都市の拡大において街区形成に計画性が認められる都市について論じている。
まず、特徴的な計画的街区形態として、バルレッタにおける 11 世紀の「魚の骨」型街区を
示している。そこでの都市組織と建築類型の特徴として各階 1 室のスキエラ型住宅による
街区構成を明らかにしている。そして、「魚の骨」型街区による地区を含めた、3 段階の市
壁の拡張による都市発展が見られるコンヴェルサーノにおいて、都市組織の変容過程を示
している。そして、各地区に共通する各階 1 室型住宅という建築類型を抽出しながら、地
上階と上階を分節する手法としての階段のあり方に注目している。地上階を家畜小屋や農
具の倉庫として使用するという住み方から、コンヴェルサーノのアグロタウン的性格につ
いて指摘している。そして、修道院が所有していた田園部の農場に関する土地所有台帳か
ら作付けについて分析し、農民の都市内居住と大土地所有制下での粗放的耕作や不在地主
的農場経営との関係性について指摘している。 
 第 5 章は、都市の存立基盤としての周辺地域における空間形成について論じている。特
に、プーリア北部のタヴォリエーレ平野における放牧は、いわゆる空間的な行政領域の境 
界線を超えて行われる移動放牧であり、ヨーロッパのなかで長い歴史と大きな規模を誇る。
そのなかで、制度化された移動路や冬季放牧租借地内の土地利用について分析し、放牧と
農耕の共存していた状況を明らかにしている。移動放牧と大土地所有制下での粗放農業を
支えているのが山間地の零細農民であることから、タヴォリエーレ平野に隣接するガルガ
ーノ山のモンテ・サンタンジェロにおける都市形成と住空間についても論じている。そし
て羊毛業税関の所在地であるフォッジアにとって大規模な放牧による牧畜が都市成立基盤
となっているために、周辺地域には農村集落がほとんど存在せずに、タヴォリエーレ平野
においては、一極集中の地域構造が形成されたことを指摘している。 
 第 6 章は、以上の章から得られた知見を整理し、プーリアにおける都市の発展段階にお
ける建築類型や空間形成の特徴を明らかにしながら、それらの都市を存立させている後背
地での産業、特に農業との関連性が作り出したテリトーリオの空間構造を指摘した。 
本論文で得られた知見や提示した視点は、一つの都市の形成過程を追う従来の都市史の
枠にとどまるものではなく、都市間の連帯や周辺地域、テリトーリオとの関連のなかで、
都市空間の形成を理解するという新たな研究領域への発展性を提示するものであると言え
る。 
 
２．審査結果の要旨 
 
本論文は、南イタリアのプーリア州を対象として、道路や敷地、建築などによって構成
される都市空間と、都市の存立基盤となる生産業と結びついた周辺地域（テリトーリオ）
の空間構造の形成過程を明らかにしたものである。建築単体の分析を通して都市の形成過
程を考察しただけでなく、その背景としての周辺地域の空間構成との関連性も明らかにし、
建築史の分野にテリトーリオ研究という新たな地平を切り拓くという野心的な試みである。
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しかも、一次史料と実測調査にもとづく考察はオリジナリティが高いものである。主な成
果は以下のとおりである。 
 
１．従来のモニュメントを中心に扱った建築史、民家研究、都市形態論、個別の都市にお
ける郷土史など、それぞれの研究領域で分析、考察されてきたプーリア州の歴史的な建築
と都市を、田園地域での農業生産や都市の立地条件などの視点から捉え直すことによって、
プーリア州の空間形成の全体像を歴史的なパースペクティブのなかで示した。 
 
2．都市の大部分を構成しているのにもかかわらず、文字史料として残されることの少ない
住宅の空間構成については、実測調査でそのデータを収集し、建築類型学的手法を用いて
分析することで住空間の変遷を解明し、近代以降の不動産登記台帳を補助線にすることで、
所有形態や用途についても、実体と比較しながら具体的な検証を行った。 
 
3．抽出した類型の分布傾向を分析するとともに、街路構成や街区形態から都市形成におけ
る計画性の有無や建設年代が判明している都市施設（教会や修道院、邸宅）の立地などか
ら、都市の形成過程を解明し、都市組織が重層する都市、計画性を持った都市拡大のなか
で都市組織の継承が見られる都市、全く新しい都市組織を持って拡大する都市という三つ
の都市発展パターンの存在を示した。 
 
4．田園地域については、近代以前の不動産財産目録や古地図など用いて、農作物の品目や
作付面積などを分析することで、それぞれの都市を支える産業構造を明らかにした。さら
に、南イタリアに支配的な大土地所有制による農場経営のあり方が背景にあることを示し、
前述の住宅類型から都市内に零細農民が多く居住していた実態を解明し、社会学や経済学、
農業史学において示されていた論点を、空間に現れる南イタリア都市の特質として提示し
た。 
 
南イタリアのプーリア州を対象とした本論文は、建築史研究の分野にありながら、分野横
断的なアプローチにより、テリトーリオという新たな視点を提示し、都市史研究の分野に
大きな貢献をなすものと言える。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が
博士（工学）の学位に値するという結論に達した。 
